


ま え が き

21世紀は、新しい知識・情報・技術が、政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領

域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代であ

ると言われています。そのような時代を生きるためには、確かな学力、豊かな心、健や

かな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことがますます重要になっています。

また、幅広い、活用できる生きた知識・柔軟な思考力・判断力・表現力等、変化に対応

する力が必要になります。他方、各種の国際的な調査からは、我が国の児童生徒について、

思考力・判断力・表現力等、知識・技能の活用、学習意欲、学習習慣・生活習慣などに

課題があると分析されました。このような状況を踏まえて、平成20年１月の中央教育審

議会の答申を受け、平成21年３月に高等学校学習指導要領が告示されました。

この新しい学習指導要領は、高等学校では平成25年度入学生から、年次進行で実施さ

れます。総則の一部、総合的な学習の時間及び特別活動においては、平成22年度から先

行して実施されています。また、数学、理科及び理数の各教科・科目については、平成

24年度入学生から年次進行により先行して実施されています。各学校においては、新し

い学習指導要領の理念をどのように実現してしていくのか、具体的な検討をすすめるこ

とが喫緊の課題です。

栃木県総合教育センターでは、基礎・基本の確実な定着を図る教科指導の在り方につ

いて研究するとともに、その成果を普及することで生徒の学力の向上に資することを目

的に、平成17年度から「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」を行って

きました。今年度は、学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえるとともに、各種調査の結果

から指摘されている課題の解決を図るための授業改善について、数学科、外国語科（英

語）、家庭科、農業科、工業科の各教科で調査研究に取り組みました。本冊子はその成

果をまとめたものであり、教科指導を充実させる一助として、御活用いただければ幸い

です。

最後に、調査研究を進めるに当たり、御協力いただきました研究協力委員の方々に深

く感謝申し上げます。

平成25年３月

栃木県総合教育センター所長

金 井 正
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本調査研究の背景

今年度の「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」は、平成21年告示の高等学校

学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえるとともに、各教科に求められている課題の解決を図るため

の教科指導の在り方を探ることに重点を置き、数学科、外国語科（英語）、家庭科、農業科、工業

科で実施するものである。

各教科で調査研究した内容を次章以降に提示するに当たり、まず、平成21年告示の高等学校学

習指導要領改訂の基本的な考え方、教育内容の主な改善事項及び学習評価の基本的な考え方につい

て整理する。

(1) 学習指導要領改訂の基本的な考え方
平成21年告示の高等学校学習指導要領の改訂では、21世紀を生きる子どもたちの教育の充実を

図るため、「生きる力」をはぐくむという教育課程の基準全体の見直しを図った。今回の改善の

方向性は、平成20年１月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善について」に示されている。答申では、以下の①～⑦を基本的な

考え方として、各学校段階や各教科等にわたる学習指導要領の改善の方向性が示された。

① 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂

② 「生きる力」という理念の共有

③ 基礎的・基本的な知識・技能の習得

④ 思考力・判断力・表現力等の育成

⑤ 確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保

⑥ 学習意欲の向上や学習習慣の確立

⑦ 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実

具体的には、①については、教育基本法が約60年振りに改正され、21世紀を切り拓く心豊かで
ひら

たくましい日本人の育成を目指すという観点から、これからの教育の新しい理念が定められたこ

とや、学校教育法において教育基本法改正を受けて、新たに義務教育の目標が規定されるととも

に、各学校段階の目的・目標規定が改正されたことを十分に踏まえた学習指導要領改訂であるこ

とを求めた。③については、読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能は、例えば、

小学校低・中学年では体験的な理解や繰り返し学習を重視するなど、発達の段階に応じて徹底し

て習得させ、学習の基盤を構築していくことが大切との提言がなされた。この基盤の上に、④の

思考力・判断力・表現力等をはぐくむために、観察・実験、レポートの作成、論述など、知識・

技能の活用を図る学習活動を発達の段階に応じて充実させるとともに、これらの学習活動の基盤

となる言語に関する能力の育成のために、小学校低・中学年の国語科において音読・暗唱、漢字

の読み書きなど基本的な力を定着させた上で、各教科等において、記録、要約、説明、論述とい

った学習活動に取り組む必要があると指摘した。また、⑦の豊かな心や健やかな体の育成のため

の指導の充実については、徳育や体育の充実のほか、国語をはじめとする言語に関する能力の重

視や体験活動の充実により、他者、社会、自然・環境とかかわる中で、これらとともに生きる自

分への自信をもたせる必要があるとの提言がなされた。

また、高等学校の教育課程の枠組みについては、高校生の興味・関心や進路等の多様性を踏ま

え、必要最低限の知識・技能と教養を確保するという「共通性」と、学校の裁量や生徒の選択の

幅の拡大という「多様性」とのバランスに配慮して改善を図る必要があることが示された。
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(2) 教育内容の主な改善事項

平成21年告示の高等学校学習指導要領における教育内容の主な改善事項は次のとおりである。

● 言語活動の充実

・国語をはじめ各教科等で批評、論述、討論などの学習を充実した。

● 理数教育の充実

・遺伝分野などで、近年の新しい科学的知見等を踏まえ内容を充実し、統計に関する内容を

数学Ｉに導入した。

・科目「科学と人間生活」の新設など指導内容と日常生活や社会との関連を重視した改善を

図った。

・数学Ⅰ及び数学Ａに〔課題学習〕を導入したり、科目「数学活用」や「理科課題研究」を

新設したりするなど、知識・技能を活用する学習や探究する学習を重視した。

● 伝統や文化に関する教育の充実

・歴史教育（世界史における日本史の扱い、文化の学習を充実）、宗教に関する学習を充実

した。

・古典（国語）、武道（保健体育）、伝統音楽（芸術「音楽」）、美術文化（芸術「美術」）、

衣食住の歴史や文化（家庭）に関する学習を充実した。

● 道徳教育の充実

・学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育について、その全体計画を作成することを新た

に規定した。

・公民「現代社会」や特別活動において人間としての在り方生き方に関する学習を充実した。

● 体験活動の充実

・ボランティア活動などの社会奉仕、就業体験を充実するとともに、職業教育において、産

業現場等における長期間の実習を取り入れることを明記した。

● 外国語教育の充実

・指導する標準的な単語数を1300語から1800語に増加するとともに、授業を実際のコミュニ

ケーションの場とするという観点から、授業は英語で指導することを基本とするなどの改

善を図った。

● 職業に関する教科・科目の改善

・職業人としての規範意識や倫理観、技術の進展や環境等への配慮、地域産業を担う人材の

育成等、各種産業で求められる知識・技術等を身に付けさせる観点から科目構成や内容を

改善した。

(3) 学習評価の基本的な考え方
現在、高等学校においては、学習状況を分析的にとらえる観点別学習状況の評価と総括的にと

らえる評定とを、学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施している。小・中学校に

おいて観点別学習状況の評価が定着していることから、高等学校段階においても、学習評価の前

提となる指導と評価の計画や、観点に対応した生徒一人一人の学習状況を生徒や保護者に適切に

伝えていくなど、学習評価の一層の改善が求められている。

このようなことから、高等学校においても、学校教育法や平成21年告示の高等学校学習指導要

領を踏まえ、基礎的・基本的な知識・技能に加え、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に

取り組む態度に関する観点についても評価を行うなど、観点別学習状況の評価の実施を推進し、

きめの細かい学習指導と生徒一人一人の学習の確実な定着を図っていく必要がある。なお、高等
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学校における教科・科目の評価の観点は、小・中学校との連続性に配慮しつつ、平成21年告示の

高等学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、生徒の実態に合わせて設定することが適当である。

また、学習評価は、生徒の学習状況を検証し、結果の面から教育水準の維持向上を保障する機

能を有するものである。したがって、学校が地域や生徒の実態を踏まえて設定した観点別学習状

況の評価規準や評価方法等を明示するとともに、それらに基づき学校において適切な評価を行う

ことなどにより、高等学校教育の質の保証を図るものである。

平成21年告示の高等学校学習指導要領における評価の観点は、以下の囲みのように整理される。

「知識・理解」及び「技能」については、教科の特性に応じ、知識と技能に関する観点が分けて

示されていることもある。また、「思考・判断・表現」については、各教科の目標や内容を踏ま

え、当該教科において育成すべき能力にふさわしい名称とし、位置付けられている。

●「関心・意欲・態度」
各教科が対象としている学習内容に関心をもち、自ら課題に取り組もうとする意欲や態度

を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。評価に当たっては、各教科が対象と
している学習内容に対する児童生徒の取組状況を通じて評価することが基本であり、例えば、
授業中の挙手や発言の回数といった表面的な状況のみに着目することにならないよう留意す
る必要がある。

●「思考・判断・表現」
各教科の知識・技能を活用して課題を解決すること等のために必要な思考力・判断力・表

現力等を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。従来の「思考・判断」に「表
現」が加えられた。これは、この観点に係る学習評価を言語活動を中心とした表現に係る活
動や児童生徒の作品等と一体的に行うことを明確に示したためである。

このため、この観点を評価するに当たっては、単に文章、表や図に整理して記録するとい
う表面的な現象を評価するものではなく、例えば、自ら取り組む課題を多面的に考察してい
るか、観察・実験の分析や解釈を通じ規則性を見いだしているかなど、基礎的・基本的な知
識・技能を活用しつつ、各教科の内容等に即して思考・判断したことを、記録、要約、説明、
論述、討論といった言語活動等を通じて評価するものであることに留意する必要がある。

●「技能」
各教科において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。基

本的には、従来の「技能・表現」で評価している内容は引き続き「技能」で評価する。
今回、各教科の内容に即して思考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に

評価する観点として「思考・判断・表現」が設定されたことから、当該観点における「表現」
との混同を避けるため、評価の観点の名称が「技能・表現」から「技能」に改められた。

●「知識・理解」
各教科において習得すべき知識や重要な概念等を児童生徒が理解しているかどうかを評価

するもの。従来の「知識・理解」の趣旨を踏まえた評価を引き続き行う。

また、評価の在り方については、「高等学校学習指導要領解説 総則編」で、次のように述べ

られている。

〈第３章 ５ （12） 指導の評価と改善（第１章第５款の５の（12）） 〉
基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るとともに、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力・判断力・表現力等を育成し、学習意欲を高めるための指導を行う
ためには、評価の在り方が大切である。いわゆる評価のための評価に終わることなく、生徒
一人一人の学習の成立を促すための評価という視点を一層重視することによって、教師が自
らの指導を振り返り、指導の改善に生かしていくことが特に大切である。

評価に当たっては、生徒の実態に応じた多様な学習を促すことを通して、主体的な学習の
仕方が身に付くように配慮するとともに、生徒の学習意欲を喚起するようにすることが大切
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である。その際には、学習の成果だけでなく、学習の過程を一層重視する必要がある。特に、
他者との比較ではなく生徒一人一人の持つよい点や可能性などの多様な側面、進歩の様子な
どを把握し、学年や学期にわたって生徒がどれだけ成長したかという視点を大切にすること
が重要である。また，生徒が自らの学習過程を振り返り、新たな自分の目標や課題をもって
学習を進めていけるような評価を行うことが大切である。

学習評価においては、生徒のよい点や進捗の状況などを積極的に評価するとともに、指導の過

程や成果を評価し、教師が自らの指導の改善を行い、生徒の学習意欲の向上に生かすようにする

ことが大切である。そのためにも、「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」、「知識

・理解」の４観点の趣旨を踏まえ、適切に評価を進めていくことが求められる。

・本冊子においては、以降、平成11年３月に告示された学習指導要領を「現行の学習指導要領」、平

成21年３月に告示された学習指導要領を「新学習指導要領」として記す。

・本冊子に掲載した単元等に付してある評価規準は、新学習指導要領における教科・科目を想定して、

参考として掲載したものである。
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調査研究を始めるに当たり 

 

１ 調査研究の課題設定の理由 

新学習指導要領では、「生徒が英語に触れる機会を充実するとともに，授業を実際のコミュニケ

ーションの場面とするため，授業は英語で行う」（高等学校学習指導要領 平成 21年 文部科学

省）ことが明記された。授業を英語で行うためには、授業全体を見直し、指導法を改善し、新し

く授業をデザインする必要がある。例えば、授業の大部分の時間で日本語を用いて訳読をしてい

る場合、授業をそのままの形態で英語で行っても、生徒はなかなか理解できず、教室の中で教師

だけが英語で話しているという状況が生まれてしまうのではないかと考える。新学習指導要領に

示されている「生徒が英語に触れる機会を充実」させることと、「授業を実際のコミュニケーショ

ンの場面とする」ことを重要な要素と捉え、「生徒が英語に触れる機会をいかに増やすか、英語を

英語のまま理解したり、英語でやりとりをしたりするコミュニケーションの場面をどのように設

定するか」ということに焦点を当て研究を行うことにした。 

 

２ 研究の内容 

英語で行う授業では、「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」の三つが主な要素と考えられ

る。本研究では、 

Ⅰ この三つの要素それぞれにおいて、どのような指導方法があるのかを研究する。（研究事例 

１、研究事例２） 

Ⅱ この三つの要素を、一つのレッスンにどのように組み込みながら指導する方法があるのか 

を研究する。（研究事例３） 

  の二つの内容で調査研究を行うこととした。 

   まず、３人の研究協力委員が、現在の生徒の実態や状況を把握するために、勤務校で事前にア

ンケートをとった。それを、分析、検証し、この研究を通してどのような力を生徒に身に付けさ

せたいかを到達目標として設定した。その目標に向けて様々な授業実践を行った後、事後アンケ

ートをとり、生徒の変容を調べることにした。 
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英語Ⅰにおける「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」

に関する様々な指導事例 

 

１ 生徒の実態及び課題の設定～英語に関する事前アンケート結果から～ 

(1)事前アンケート 

英語学習に対する意識を調査するために、平成 24年６月に、以下のようなアンケートを実施し

た。今回のアンケートの調査対象は第１学年 80名で、英語Ⅰを４単位履修している。 

 

＜実施したアンケート項目＞  

１ あなたは英語が好きですか？       

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面と

するために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。      

   ②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりするこ

とについて。 

５ 英語の授業の中でどのようなことをしてほしいですか。（自由記述） 

 

＜アンケート結果＞ 

１について                   ２について 

３について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究事例１ 

78% 

21% 

1% 

好き 
嫌い 
無回答 

10% 

15% 

45% 

30% 
聞く 
話す 
読む 
書く 

51% 

19% 

6% 

24% 

聞く 

話す 

読む 

書く 
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４①について 

 

４②について 

 

 

５について ＜主なものを抜粋＞ 

 ・大勢の前で英語を話すのは緊張するので、グループワークやペアワークを増やしてほしい。 

 ・自分で考えて話す時間を増やしてほしい。 

 ・音読練習をしたい。 

 ・もっと英語で会話をして、英語を話すことに慣れたい。 

 ・文法をしっかり教えてほしい。 

 ・実際に使える英語の表現や日常会話をもっと教えてほしい。 

 ・自由英作文を書きたい。 

 ・リスニング対策をしてほしい。 

・日本語で授業をしてほしい。 

 

アンケートの結果、約８割の生徒が英語を「好き」と思っていることが分かった。また、「読む」

ことを得意とする生徒が半数近くいた。これは授業中に、訳読も含めた本文の読み取りに多くの

時間を割いていたり、予習として教科書の本文を訳していたりすることに原因があるのではない

かと思う。苦手なことに関しては、「聞く」ことが最も多く半数以上を占めた。「聞く」ことに対

して苦手意識をもつ生徒の数は、「話す」ことに対して苦手意識をもつ生徒の数の倍以上であった。

活動の指示のように内容が予測できるものであれば「聞く」ことができるが、本文の内容を理解

するための説明や本文の言い換えなどを英語で聞き取って理解することは難しいと感じているの

ではないかと考えられる。授業中に生徒自身が英語を使用することについては、75％の生徒が不

安を感じていないと回答しており、自分が英語を使用することに対してよりも、教師が英語を使

用することに対する不安の方が大きいことが分かった。「書く」ことに対して苦手意識をもつ生徒

が 24％おり、自由記述でも定型だけでなく自由作文なども取り入れて、「書く」活動を増やして

ほしいという要望が多くあることが分かった。 

16% 

45% 

33% 

6% 

ついていけると思う 

まあまあついていける 

少し不安 

不安 

20% 

55% 

22% 

3% 

できそう 

なんとかできそう 

少し不安 

不安 
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(2)アンケートから考える課題と到達目標 

「聞く」ことに苦手意識をもったままでは、授業を英語で行うことや、英語でコミュニケーシ

ョンを図ることは難しいと考える。「聞く」機会を授業の中で増やすことが必要であるが、苦手意

識がある生徒が多いため、内容理解を英語で進める際には、ワークシートや板書などを工夫して、

生徒の理解を助ける必要がある。また、教師が一方的に内容を英語で説明するのではなく、分か

りやすい発問を繰り返し、理解度を確認しながら進めていく必要もある。さらに、日本語での解

説が必要な部分と英語のみでも行える部分とを教師が見極めることも重要である。特に、未知の

単語や熟語は聞き取りが困難であると考えられるため、内容理解に入る前の新出語句の確認は音

読までしっかり行い、十分に慣れさせるような指導の工夫も必要になる。 

   「書く」ことに関しては、定型作文だけではなく自由作文も実施してほしいという要望が多か

ったことから、生徒の「自分のことや意見を英語で表現したい」という気持ちを生かして、「書く」

力を伸ばしていく活動を工夫する必要がある。 

このような指導を通して、英語での内容理解に関する質問に対して、教科書の本文からの抜き

出しだけではなく自分の言葉で答えられる力や、書かれている内容などについて、自分なりの意

見をもち、それを相手に伝えたり、相手の意見を聞いて理解したりできる力を身に付けさせるこ

とを到達目標とした。 

 

２ 本研究の流れ 

本研究では、Lesson２ When I was sixteen と Lesson３ Abu Simbel-Rebirth on the Nile-に

おいて、「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」として下表にある 10の事例を授業の中で実

践した。 

使用教科書：CROWN English Series［Ⅰ］（三省堂） 

 

 導入 内容理解 表現活動・定着活動 

L 2 ・英語による Oral 

 Introduction (事例１) 

 

・教師による英語での内容解説 

（事例３） 

・教師による英語での内容解説と

生徒同士での英問英答（事例４） 

・筆者の主張の読み取り（事例５） 

・ペアでの意見交換(事例８) 

・Story Retelling（事例９） 

 

L 3 ・CD を活用した本文の導入 

（事例２） 

 

・日本語ワークシートを基にした

Story Retelling（事例６） 

・自分で描いた絵を用いての英語

での本文説明（事例７） 

・置換法によるペアでの音読

練習（事例 10） 

 

３ 実践内容 

(1)「導入」に関する活動 

 

 

ア 指導手順 

(ｱ) 教師が、英語で本文に関する簡単な問いかけをする。 

事例１ 英語による Oral Introduction 
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(ｲ) 一斉に、又は指名して答えさせる。 

   

イ 留意点 

(ｱ) 教師の発話の中で、新出単語を簡単な語で言い換えたり、熟語を用いたりする。 

(ｲ) 全員が英語で考える場面とするため、教師の問いの後、周りの人と相談してもよいことに

する。 

(ｳ) 内容を全て説明しないようにして、生徒に「続きを知りたい、読みたい」という気持ちを

もたせるようにする。 

 

＜授業での実際のやりとり＞（Lesson２  Section２での指導例） 

T: Now Hoshino got money and he is ready to go to America.  Do you know where he lived then? 

S: (Silence) 

T: He lived in the prefecture to the south of Ibaraki and to the east of Tokyo. 

S: Chiba! 

T: That’s right.  But he didn’t leave Japan from Chiba Port.  From which port did he leave 

Japan? 

S: Yokohama. 

T: Yes.  He left Japan from Yokohama Port.  Do you know the name of the ship? 

S: (Silence) 

T: I think you can find the answer in the picture on page 24. 

S: Ar…gen…ti..na? 

T: Good.  The name of the ship was ‘Argentina.’  It was a ship to carry immigrants or emigrants 

to a foreign country.  Immigrants or emigrants are people who move to another country to start 

their lives in that country.(←板書しながら) Can you tell me the meaning of these words? 

S: 移民。 

T: Right.  Argentina was a ship to carry immigrants or emigrants to another country.  Now, do 

you know how long it took for him to go to America by ship? 

S: (Silence) 

T: I think you can find the answer in Section 2.  Can you find the answer? 

S: あった。Two weeks. 

T: OK.  Now let’s read Section 2. 

 

本文に関連した情報をあらかじめ調べておき、本文に書かれていないことをヒントにして考え

させるように工夫した。生徒が見落としてしまいがちな教科書の写真も Oral Introduction で取

り扱える材料になった。生徒は予習として本文に目を通してきているので、それをもとにすぐに

答えられそうな発問と、考えたりヒントをよく聞き取ったりしないと答えられない発問とを混ぜ

ながら実施した。 

 

 

 
事例２ CD を活用した本文の導入 
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ア 指導手順（Lesson３   Section２ での指導例） 

ｱ ワークシート＜資料１＞を配布し、設問を確認させる。

ｲ 本文の内容に関する CD を聞かせる。

ｳ 答えを記入させる。

ｴ ペアで答えを確認させた後、口頭で数人に答えを言わせる。

 
＜資料１＞ 
 

 
 

想定した解答 ① The Nile flooded every year and farmers working along the river suffered 
from the disaster.  

② As the population in Egypt grew, more electricity was needed. 
生徒の解答 ① The Nile flooded every year. 

② Making a dam will make problems. / There already was a dam, but it 
didn’t work well. 

 
事前アンケートで「リスニングの練習をしたい」という意見が多かった。ALTに本文の要約を

作成してもらい、さらに、それを録音してもらい、CD を作成した。ネイティブの英語で聞き取

りをさせる機会として実施した。①に関しては予想通りで、後半の suffer from など未習のもの

は聞き取れない生徒が多かった。②に関しては、様々な答えが出たが、どれも間違っていないた

め、正解とした。その上で、In addition という表現を教え、それに注意して聞くように促し、再

度 CD を聞かせた。 

設問をシンプルにしすぎたために様々な答えが出てしまったが、本文をよく理解するために必 

要な情報を生徒に確認させることができ、結果的には効果的な導入になった。  

＜資料２＞ 

「内容理解」に関する活動

ア 指導手順（Lesson 2 Section１での指導例）  
ｱ ワークシート＜資料２＞を配布する。

ｲ CD で本文を聞かせる。

ｳ ワークシートの空所に入る答えを生徒に尋

ねながら、教師が英語で内容をパラフレーズ

して解説する。

 
イ 留意点 

ｱ 英文をパラフレーズする際は、中学校での

履修語を中心に、できるだけ生徒が理解しや

すい単語を用いるようにする。

Q: What were the problems about the Nile and Egypt? 
① 
② 

事例３ 教師による英語での内容解説  
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本文に書いてあることのみを説明するような形になってしまい、やや単調になってしまった部

分もあるが、生徒と内容について英語でやりとりはできた。ワークシートがあることで、生徒は

何を聞かれているのかが想像でき、答えやすかったようだ。一方で、ワークシートに答えを書き

写すことに集中してしまい、英語を「聞く」ことに意識がいかない生徒もいた。ワークシートを

作成する場合は空所を短くする、長い文章を答えさせたい場合はワークシートには設問を書かず

に口頭でやりとりするなど、教師が生徒に何をさせたいかをよく考える必要がある。

 

ア 指導手順（Lesson２ Section３での指導例） ＜資料３＞

ｱ ワークシート＜資料３＞を配布する。

ｲ 教師が本文の内容についておおまかに英語

で説明し、生徒に必要事項をワークシートに

メモさせる。

ｳ 教師が説明しなかった部分について、生徒

同士で英問英答をさせる。

ｴ いくつかのペアに、自分たちが作成した英

問を発表させる。他の生徒には、英問の答え

をワークシートに書かせる。

ｵ 生徒が発表で触れなかった内容については、

教師が英語で質問し、英語で答えさせる。

イ 留意点

ｱ その後の活動に意味をもたせるため、最初

に内容の説明をする際は、細かい部分までは

触れないようにする。

生徒自身に問題を作らせるペアワークを取り入れたため、生徒を主体的に授業に関わらせるこ

とができた。教師が本文全体を説明してしまう場合に比べて、生徒の英語での発話量を増やすこ

とができた。また、英問に答えるためには質問を聞かなければならないため、「聞く」必然性を作

り出すことができた。生徒に「聞く」ことの目的を明確にさせることが重要である。

ワークシートは回収し、生徒が作成した英問を教師がまとめ、次時に復習として生徒に口頭で

答えさせた。

ア 指導手順

ｱ 比喩表現が入っている文や、心情描写が含まれている文など、生徒に文の意味を深く考え

させたい文章を教師が読む。

ｲ 筆者がその文章を通して伝えたいことは何かをペアで考えさせる。

事例４ 教師による英語での内容解説と生徒 同士での英問英答

事例５ 筆者の主張 の読み取り
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ｳ 教師が英語で質問をしながら、生徒に自分たちが考えたことが合っているかどうかを確認
させる。
ｴ 英問の答えを参考にしながら、生徒に自分の解釈が合っているかどうか、もう一度ペアで
考えさせる。
ｵ いくつかのペアを指名し、それぞれの解釈について発表させる。

 
イ 留意点
ｱ 「ア 指導の手順」の ｳ で尋ねる確認のための質問は、具体的で分かりやすいものにし、
生徒が答えやすく、正答を確認しやすいものにする。
ｲ 生徒にとっては難しいと感じる活動であるので、不安を減らすために常にペアワークで実
施する。

 
Lesson２  Section４での指導例 

 
①について 
→本文では、「筋書きのない物語のなかで生きている」と例えているが、結局何が人生を形
作っていくのかを考えさせ、筆者は何を伝えたいのかを理解させた。（英語のみでは難し
いため、最初は日本語も交えて考えさせたが、最終的に答えは英語で表現させた。) 

②について 
→Howeverに着目させ、旅を経て、筆者の生活で変わったことと変わっていないことを英
語で尋ね、表面的な生活そのものは変わっていないが、内面が大きく変わり、同じもの
が今までとは異なって見えるようになったということを理解させた。 

 
筆者が生徒に伝えたいことや考えさせたいことは何かを読み取らせる活動だったため、本文へ
の理解は深まったようである。抽象的なことについて英語で思考し、表現することは、１年生に
はまだ難しい活動である。「筆者は何が言いたいのですか？」という質問では生徒は答えにくくな
ると考え、「何が人生を形作るのか」「何が変わっていなくて、何が変わったのか」というように、
なるべく具体的に質問し、筆者の主張に気付かせるように工夫した。ペアワークを取り入れるこ
とで、少し難しい活動でも助け合いながら自分たちなりの答えを導こうとする姿勢が見られた。 

著作権保護のため、この部分は
非公開とします。
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ア 指導手順（Lesson３ Section ２での指導例） ＜資料４＞

ｱ 事前に本文の内容をまとめたワークシー

ト＜資料４＞を配布し、日本語で穴埋めを

させておく。

ｲ ワークシートの内容に関しての教師の英

語での質問に対して、ワークシートを見な

がら英語で答えさせる。

イ 留意点

ｱ ワークシートを英語で作成すると本文の

抜き出しになってしまうため、日本語での

穴埋め形式にする。

ｲ 内容が整理しやすいワークシートを作成

する。穴埋めをする箇所も、質問部分にし

たり、答えの部分にしたりする。形式も箇

条書きにしたり番号をふったりする。

本文が、エジプト政府がダムを造る決断に至

るまでの過程を追っていく構成だったため、フ

ローチャートのようなワークシートを作成した。あえて日本語のワークシートにし、授業では英

問英答などを通して、英語で確認することにした。生徒の様子を見ながら、必要に応じて、日本

語で答えを言った部分もあった。日本語から英語への翻訳のような形式になってしまったが、生

徒は聞き取った質問に対して何とか英語で答えようとしていた。ストーリーの流れを追うような

本文では有効な手段であると考える。事前にワークシートの穴埋めをさせたことで、本文の概要

は把握している状態での活動になったため、生徒からは、「概要は分かっているので、英語で答え

ることに集中できるからいい」という声があった。

ア 指導手順（Lesson３ Section３の指導例）

ｱ ワークシート＜資料５＞を配布し、本文を読んで絵を描かせる。

ｲ 描いた絵を、ペアで確認させる。その後、生徒を指名し、黒板に絵を描かせる。

ｳ 教師が黒板の絵を用いて、本文の内容を英語で説明する。生徒の様子を見ながら、熟語や

構文などは必要に応じて日本語で説明する。

ｴ ペアで、自分が描いた絵を用いて本文の内容を英語で説明させる。

ｵ 生徒を何人か指名し、クラス全体に英語で絵の説明させる。

事例６ 日本語ワークシートを基にした Story Retelling

事例７ 自分で描いた 絵を用いての英語での本文説明
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イ 留意点                                   ＜資料５＞ 

(ｱ) 最終的には教科書を見ないで Story 

Retelling ができるように、段階的に指導

する。 

(ｲ) 絵だけでは本文の内容を全てカバーでき

ないため、ワークシートに英問英答を入れ、

教師が絵を用いて説明するときに、併せて

英問英答をする。 

 

本文の内容を読み取り、それを絵で表し、そ

の絵を用いて本文を自分なりの言葉で説明する

という活動だったので、日本語をあまり介さず

に実施できた。最終的には Story Retelling 形

式の表現活動になった。ペアで練習してから前

に出て発表させたため、指名された生徒は教科

書を見ずに、自分の言葉で発表できていた。教

師によるモデルの提示→十分な練習→発表とい

う段階を踏んだこともあり、英語で発表するこ

とへの生徒の不安を軽減することができた。 

 

(3)「表現活動・定着活動」に関する活動 

 

 

ア 指導手順 

(ｱ) 本文の内容理解の後、そのセクションで読み取りのカギとなる部分について口頭で質問を

する。教師が何回か質問を繰り返した後、何と問いかけているかをペアで確認させ、その後、

質問を板書する。 

(ｲ) ワークシート＜資料６＞を配布し、自分の意見を書かせる。 

(ｳ) ペアで意見を述べさせる。 

(ｴ) 自分が聞き取った相手の感想や意見を、ワークシートに書かせる。 

(ｵ) 相手の意見に対する感想や意見を伝えさせる。 

(ｶ) 何名かを指名して、発表させる。発表の後、その意見に対する感想などをクラス全体に聞

く。 

(ｷ) ワークシートは提出させ、添削し、返却する。 

 

イ 留意点 

(ｱ) 英語での活動とする。 

(ｲ) 最初からワークシートは配布せず、質問を聞き取らせる。 

(ｳ) 相手の意見や感想の要点をワークシートに書かせる。相手が言ったことを全て書くのでは

なく、要点を書くように指導する。 

事例８ ペアでの意見交換 
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(ｱ) 本文どおりの再現でなくてもよいことを伝えるため、教師がモデルを示す際は、本文を言

い換えて Story Retelling をする。   ＜資料７＞ 

 

本文の内容理解を踏まえ、自分の言葉で内

容を伝えるということを目標にこの活動を実

施した。モデルとなる本文をそのまま「まね

る」ことは確かに有効だが、それは音読や置

換法（事例 10）で実施していることなので、

この活動では自分の言葉でストーリーを再現

するように指導した。生徒は一生懸命に取り

組んではいたが、教科書の丸暗記に近い状態

になってしまう生徒もいた。この点を考える

と、一つのセクションという短い区切りでは

なく、１レッスンの Story Retelling の方が効

果があるように感じた。 

 

 

 

ア 指導手順   

(ｱ)「置換法プリント」＜資料８＞を配布する。 

(ｲ) ペアにさせ、一人に「置換法プリント」を見ながら、本文を音読させる。日本語になって

いるところは、英語に直しながら音読させる。 

(ｳ) もう一人には教科書を見ながら、自分のペアの音読が合っているか確認させる。自分のペ

アが英語を思い出せなかったり、間違ってしまったりしたときは、ヒントを与えるよう指示

をする。 

(ｴ) 役割を交代しながら、何度か音読練習をさせる。 

(ｵ) 復習として、次の時間に、日本語の部分を英語で書かせる活動を行う。 

 

イ 留意点          ＜資料８＞ 

(ｱ) 新出単語や熟語など、

このセクションで定着さ

せたい表現は日本語にす

る。 

 

教科書で何度か音読練習を

した後に行う、自分で英文を

組み立てたり、単語を思い出

したりするという作業を加え

た活動であり、毎セクション

で実施している。 

事例 10 置換法によるペアでの音読練習 
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どこを日本語にするかで活動のレベルを調節することができる。また、生徒も本文のポイント

がどこなのかが明確に分かる。英文の構造や熟語を意識させながら読ませることもできる。レベ

ルが高すぎると、全員が終わるまでに時間がかかったり、生徒のモチベーションが下がったりす

るので、バランスを考えてワークシートを作成した。英語が苦手な生徒とペアになった生徒が、

やりにくそうにしているという場面もあったので、教師が声かけを工夫する必要もあった。 

 

４ 検証とまとめ 

(1)事後アンケートによる検証 

これまでの活動を通して生徒の意識がどのように変化したかを確認するために、同じ 80名を対

象に、事前アンケートと同じ内容のアンケートを実施した。 

 

ア アンケート結果 

１ あなたは英語が好きですか？ 

 

 

 

 

 

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とする

ために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 ついていけると思う 

まあまあついていける 

少し不安 

不安 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 好き 

嫌い 

無回答 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 
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②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりすること

について。 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート分析（６月と 10月の比較） 

４技能のうち得意なものとして「書く」ことを挙げるものが大幅に増えた。その理由としては、

「話す」活動の前段階として、まずワークシートに意見などを「書く」作業を入れているからだ

と思われる。即興で話すという活動はまだまだ不足しており、生徒に「話す」ことに対する自信

をつけさせるには至っていない。一方で、「聞く」ことを苦手とする生徒数が減っており、なるべ

く教師が英語で話したり、ペアワークで相手の話すことを理解しなければならない必然性を設け

たりしたことが一定の効果を上げたのではないかと思われる。 

   ４①にあるように、教師が授業を英語で行うことに対する不安感については６月と 10月で大き

な変化は見られなかったが、「ついていける」「まあまあついていける」が少しではあるが増加し、

自信がついた生徒が増えたようである。しかし、約３割の生徒は不安を抱えたままであった。 

 

(2)まとめ 

内容理解を英語で進めること、本文の内容について自分の意見をもち英語で述べることの２点

を中心に今回の研究を行ってきた。 

生徒に英語で内容理解をさせるためには、教師側が本文を読み込み、どのような順序で何を重

点化して理解させるかなどを綿密に計画しておかなければならないということを強く実感した。

内容の大筋をつかませたいセクションと、行間を読ませたり筆者の主張を深く読み取らせたりし

たいセクションでは、準備するワークシートや授業中に実施する活動、教師の発問も異なる。ま

た、一方的に教師が英語で説明しても生徒の集中力は続かず受け身の授業になってしまうため、

発問を工夫して生徒に答えさせたり、ペアワークのような活動を入れたりすることで、生徒が能

動的に参加できるような授業になるよう配慮した。教師にも、文章の構成や筆者の主張をより深

く読まなければならないという姿勢が身に付き、結果的に様々な角度から教材研究ができたと思

う。 

事前アンケートから、生徒は自分の意見を英語で伝えられるようになりたいと思っていること

が分かったため、本文の内容について自分の意見をもち英語で述べさせるという活動を多く取り

入れてきた。授業後のアンケートでは、この時間をもっと増やしてほしいという意見が多くあっ

た。生徒が、本文にない表現も使用しなければならない場面も多くあったが、自分の意見を述べ

るために必要な表現であれば、覚えたいという気持ちも強くなるようであった。生徒の中には、

本文をそのまま答えるのではなく、質問に応じて自分の言葉で置き換えるパラフレーズができる

ようになってきた生徒もいる。 

しかし、どの事例においても、準備段階で教師がイメージした展開になったというわけではな

い。分かりきっている内容を英語で説明してしまい飽きさせてしまったり、発問の意図が伝わら

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
できそう 

なんとかできそう 

少し不安 

不安 
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なかったりすることもあった。しかし、予想外の解答で他の生徒の理解が深まったり、表現の幅

が広がったりするなど、授業が活発になることの方が多かったのも事実である。 

「正確に読める力」を身に付けさせることも英語教師には求められる。そのためには日本語に

よる解説はどうしても必要になる場合もある。英語でのコミュニケーション力を伸長させるため

には、「正確に読める力」と「英語を使える力」の両観点をいかにバランスよく時間配分して指導

していくかを常に意識することが求められると考える。 
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英語Ⅱにおける「導入」「内容理解」「表現活動・定着活

動」に関する様々な指導事例 

 

１ 生徒の実態及び課題の設定～英語に関する事前アンケート結果から～ 

(1)事前アンケート 

英語学習に対する意識を調査するために、平成 24 年６月に、以下のようなアンケートを実施し

た。今回のアンケートの調査対象は第２学年 33 名で、英語Ⅱを４単位、ライティングを２単位履

修している。 

 

＜実施したアンケート項目＞  

１ あなたは英語が好きですか？       

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面と

するために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。      

   ②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりするこ

とについて。 

５ 英語の授業の中でどのようなことをしてほしいですか。（自由記述） 

 

＜アンケート結果＞ 

１について                 ２について 

 

 

 

 

 

 

 

３について 

 

 

 

46% 

18% 

21% 

15% 

聞く 

話す 

読む 

書く 

研究事例２ 

73% 

27% 

好き 

嫌い 

6% 
6% 

46% 

42% 
聞く 

話す 

読む 

書く 
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４①について 

 

 

 

 

 

 

 

４②について 

 

 

５について＜主なものを抜粋＞ 

・ペアワークなどで、相手の言っていることが分かるようになる練習。 

・ペアワークとかグループワークとか、英語で意見などを伝えること。 

・上手く発音できるようになるような練習。 

・長い文章を書けるようになる練習。 

・一つの単語を使って、例文をたくさん書く練習。 

・長いリスニングでも聞き取れようになる練習。 

・英語のニュースを聞き取れるようになりたい。 

・長文を読めるようになる練習。 

・文法。 

 

アンケートの結果、73％の生徒が英語を「好き」と回答した。日頃授業に前向きに取り組む生

徒が多いことからも、英語を学ぶことに対して意欲的であると言える。「読む」ことを得意とする

生徒が 46％で、最も多かった。これは「英語の学習は読んで訳すこと」という思いが生徒の中に

強くあり、「訳せること＝読めること」と思っている生徒が多いためであると考える。また、「書

く」ことを得意とする生徒が、42％となっているが、これは授業中に、新出語句などを用いて英

文を書かせるという活動を毎時間実施しているためではないかと考える。一方、「聞く」ことを苦

手とする生徒が 46％であった。これまでに、授業では、英語を「聞く」場面を多く設定するよう

心掛けてきたが、生徒にとっては効果的ではなかったと言える。生徒に何かを聞かなければなら

ない必要性を感じさせることができず、ただ何となく聞いているという状態が多かったのではな

いか、また、聞いたことを、書いたり別の人に話したりして伝えるというような統合的な指導が

不足していたのではないかと考える。教師が英語を使用することに対して全体の 73％の生徒が

「ついていけると思う」「まあまあついていけると思う」と前向きな回答をしていた。一方、４②

15% 

46% 

39% 

0% 

できそう 

なんとかできそう 

少し不安 

不安 

21% 

52% 

21% 

6% 
ついていけると思う 

まあまあついていける 

少し不安 

不安 
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の自分が英語を使用することに対しては、やや数値的には減少するが、61％の生徒が「ついてい

けると思う」「まあまあついていけると思う」と回答していること、「不安である」と回答した生

徒が誰もいなかったことから、生徒が英語で行う授業に対して大きな抵抗を感じているわけでは

ないことが分かった。 

 

(2)アンケートから考える課題と到達目標 

授業を英語でのコミュニケーションの場面とするためには、「聞く」ことに対する苦手意識を減

らすことが大きな課題である。まずは、教師が、分かりやすい英語を用いることに留意しながら

英語の発話を更に増やし、インプットの量を増やすような指導の工夫が求められる。また、授業

中に行う活動の中で、「聞く」必要性を強調し、生徒に「今なぜ相手の話している英語を聞かなけ

ればならないか」ということを意識させたり、得意と感じる生徒が多い「書く」活動へとつなげ

る統合的な指導をしたりすることも必要である。さらに、英問英答などを含めたペアワークやグ

ループワークを多く取り入れ、「話す」ことへの抵抗感を減らすことも重要である。 

このような指導を通して、英問英答も含めた英語でのやりとりやペアワークなどを授業の中心

とすることで、英語を聞いたり話したりする活動を日常化し、相手の意見を聞いて理解できる力

を身に付けさせることを到達目標とした。また、聞き取ったことや読み取ったことに対して、自

分の言葉で答えられる力や、自分なりの意見をもつことができるような力も身に付けさせ、得意

とする「読む」ことや「書く」ことを更に伸ばしながら、４技能を総合的に伸長させることも目

標とした。本文の内容理解の定着、深化を図るため、本文の内容に関する発表をさせるという最

終的なゴールを設定し、それをレッスンの初めから生徒に示しながら段階的に指導することで、

目標をもって活動に取り組めるような授業を目指した。 

 

２ 本研究の流れ 

本研究では、Lesson３ The Wonderful World of Smells と Lesson４ Me, Quit? Never におい

て、「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」として下表にある９の事例を授業の中で実践した。 

使用教科書：PROMINENCE English Ⅱ（東京書籍） 

 

 導入 内容理解 表現活動・定着活動 

L３ ・実物を用いての英語によ

る Oral Introduction 

(事例１) 

 

・新出単語・熟語を用いての英作文 

(事例３)        ＊各パートで実施 

・英英辞典を活用しての新出単語・熟語 

の確認(事例４)       ＊各パートで実施 

・T／F Question による内容理解 

(事例５)           ＊各パートで実施 

・ワークシートを用いた内容理解 

（PLOT をつかむ）(事例６)   

                    ＊Ｌ３で実施 

・ワークシートを用いた内容理解（場面

や心情の変化をつかむ）(事例７) 

                    ＊Ｌ４で実施 

・Show and Tell 

(事例８) 

L４ ・Wikipedia（英語版）を

用いての英語による 

Oral Introduction 

(事例２) 

・自分を語る(事例９) 
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３ 実践内容 

(1)「導入」に関する活動 

 

 

ア 指導手順（Lesson３の指導例） 

(ｱ) ５種類の制汗スプレーを示しながら、その香りについて英語で説明をする。 

(ｲ) ５人の生徒を指名し、英語でやりとりをしながら、それぞれにどの香りの制汗スプレーが

いいかを選ばせる。 

(ｳ) 実際にスプレーをし、香りの印象や、気分が変わったかなどを英語で尋ねる。最初は教師

が尋ね、次は生徒に尋ねさせる。 

(ｴ) ペアにさせ、生徒に制汗スプレーを使っているかどうかをお互いに尋ね合わせ、英語でや

りとりをさせる。 

(ｵ) 制汗スプレーを使っている場合は、どのような香りか、なぜその香りを選んだのか、その

香りはどのような効果があるかを英語で話し合わせる。 

(ｶ) 二つのペアでレポートをさせる。自分のことではなく、自分の相手のことについて、もう

一方のペアに英語で報告をさせる。 

 

  イ 留意点 

(ｱ) 制汗スプレーは紙で覆い、生徒には何の香りかは見て分からないようにする。 

(ｲ) 教師はなるべく易しい英語を用いるようにする。また、本文に出てくる新出単語や熟語を

意図的に使うようにする。 

(ｳ) 「ア 指導手順」の(ｳ)では、教師だけが質問し、指名された生徒だけが答えていると生

徒の発話量が増えないため、生徒にも質問させるようにする。 

(ｴ) 最後はレポート形式の活動にし、相手の言うことを聞いて、それを別の人に話して伝えさ

せて、「聞く」と「話す」を統合的に指導する。 

 

生徒にとって身近な制汗スプレーを題材にしながら、

香りの種類や効果について話合いをさせた。生徒は楽し

そうにやりとりをしていた。また、自分の相手のことを

別のペアにレポートをする活動を実施したので、正確に

伝えるために、やりとりの最中に聞き返したり、確認し

たりする姿が見られた。 

 

 

 

ア 指導手順（Lesson３の指導例） 

(ｱ) 教師が 13 歳だったときの出来事を英語で紹介する。その後、生徒をペアにし、13 歳の時

の出来事や思い出を自分のペアに英語で伝えさせる。 

(ｲ) ベサニー・ハミルトンが片腕でサーフィンをしている写真を見せる。なぜ彼女がこのよう

な状態でサーフィンをしているのかをペアで考えさせる。 

事例１ 実物を用いての英語による Oral Introduction 

 

事例２ Wikipedia（英語版）を用いての英語による Oral Introduction 
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(ｳ) 二つのペアでレポートをさせる。自分たちが推測した内容を別のペアに英語で伝えさせる。 

(ｴ) ベサニー・ハミルトンに関する英語版の Wikipedia を生徒に配布し、ベサニーが 13 歳の

時に何が起こったのかを読み取らせる。 

(ｵ) 読み取ったことを、ワークシート＜資料１＞に、英語で時系列にまとめさせる。 

    

  イ 留意点                      ＜資料１＞ 

(ｱ) 「ア 指導手順」の(ｲ)では、教科書を閉じさせ、

教科書と異なる写真を見せながら、英問英答をする。 

(ｲ) 生徒に「続きを知りたい、読みたい」という気持

ちをもたせるように、教科書の内容を全て説明しな

いようにする。特に、ベサニーの心情については触

れず、出来事だけを扱うようにする。 

(ｳ) 生徒が読みやすいように、Wikipedia の文章はそ

のまま使うのでのではなく、必要な箇所を抜き出し

たり、難しい表現は書き換えたりする。 

(ｴ) ワークシートの答えは、本文を読み進めながら確

認するようにする。 

 

予習をしてきているため、すでに本文を読んでいる生 

徒が多いこと、説明しすぎると本文を読む必要がなくな 

ることの２点に注意して活動を実施した。Wikipedia は一人でじっくり読ませた後、分かりにく

かった箇所などをペアで確認させた。教科書には載っていない情報などもあり、生徒は興味をも

って読んでいる様子であった。あえてワークシートの答え合わせはせずに、本文でその箇所がで

てきたときに確認することにして、本文を「読む」意欲を損なわないような工夫をした。 

 

(2)「内容理解」に関する活動 

 

 

ア 指導手順 

(ｱ) 新出単語・熟語の発音を練習する。 

(ｲ) 新出単語・熟語の中から、用法の難しいものや生徒が間違えそうなものを教師が選び、板

書する。 

(ｳ) 板書されている新出単語・熟語を用いた英文を作らせる。 

(ｴ) ペアで、お互いに作成した英文を比べ合う。 

(ｵ) ボランティア、又は教師が指名した生徒に自分が書いた英文を板書させる。 

(ｶ) 教師、又は他の生徒が板書された英文に対してコメントをする。 

    

  イ 留意点 

(ｱ) 作成する英文の内容は、できるだけ身近なものにさせる。 

(ｲ) 英文はあまり長すぎないものにすること、ただし、単文ではなく重文または複文にするこ

事例３ 新出単語・熟語を用いての英作文 
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とを指示する。 

  

この活動は単語や熟語の意味を理解させるだけでなく、実際に文章の中で使えるようにさせる

ことを目標にしたものであり、各パートの導入の際に必ず実施している。英文を板書させる生徒

は、当初は教師が指名していたが、徐々に生徒が自発的に板書するようになった。教師や他の生

徒の反応を楽しみにしたり、励みにしたりしているようであった。あまり簡単すぎる文章だと他

の生徒から「もっと、もっと」などという声かけがあったり、印象に残る文だと賞賛されたりす

る場面も見られるようになった。英文を作るときに、記録として書くのではなく、相手に伝える

ために書くということを何度も指導した。生徒もそのことを意識するようになり、英文のレベル

も少しずつ上がってきている。 

 

 

 

ア 指導手順 

(ｱ) 新出単語・熟語を５～６語選び、英英辞典のそれぞれの語の定義を教師が読む。 

(ｲ) 教師が読んだ定義はどの語のものだったかをノートに書かせる。 

(ｳ) 再度定義を読みながら、一斉に語を答えさせる。 

    

  イ 留意点 

(ｱ) 英英辞典の定義が難しいときは、教師が分かりやすい語で言い換える。 

(ｲ) 書いた語は、自分でスペルを確認させる。 

 

「聞く」ことに関しての指導の一つとして考えた活動である。クイズのような形式であるため、

難しいものでも真剣に考え、生徒は積極的に取り組んでいる。すぐに分かる語と、なかなか分か

らない語とを意図的に盛り込み、飽きさせないような工夫をしている。生徒から自分たちも出題

したいという声があったため、生徒自身に定義を考えさせて全体に出題させたり、ペアで出題さ

せ合ったりするなど、様々な方法で実施している。事例３と事例４を組み合わせて各パートの導

入で実施している。 

 

 

 

ア 指導手順    

(ｱ) 最初に教師が口頭で T／F Question を出題し、生徒に答えをメモさせる。 

(ｲ) ペアでお互いの解答を確認させる。ペアで解答が合わない場合もあるので、確認後、再度

口頭で T／F Question を出題する。 

(ｳ) 本文の内容を確認する。 

   (ｴ) 最後に T／F Question の答え合わせをする。誤答が多いと予想される質問は板書する。 

 

  イ 留意点 

(ｱ) T／F Question はレベルを変え、生徒が答えやすい質問と、よく考えなければ答えられな

事例４ 英英辞典を活用しての新出単語・熟語の確認 

事例５ T／F Question による内容理解 
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い質問を混ぜる。 

(ｲ) T／F Question は、本文のポイントになるところ、生徒が読み違いをしやすいところを出

題する。 

 

T／F Question を出題することで、生徒にどこを意識して読めばよいのかを示すことができ、

内容理解の一助になった。また、最後に答え合わせを行うことで、内容理解の確認にもなった。 

 

 

 

ア 指導手順（Lesson３ Part２での指導例）   ＜資料２＞ 

(ｱ) ワークシート＜資料２＞を配布し、空所を

埋めさせる。 

(ｲ) ペアでお互いの解答を確認させる。解答が

合わない場合には、教科書をもう一度読み直

し、再度解答させる。 

(ｳ) 英問英答の形式で全体で答えを確認する。 

    

  イ 留意点 

(ｱ) ワークシートに英語を日本語で説明する箇

所を設け、本文の和訳はしない。 

 

具体例が列挙されている内容であったため、英

語で PLOT をつかみやすいと考えて実施した。生

徒にとっては取り組みやすい内容であったこと、

英文の文章自体の難易度があまり高くなかったこ

となどから、迷うことなく正解にたどりついた生徒がほとんどであった。生徒の様子を見ると、

ワークシートの中で日本語を書かせる作業は必要なかったと考える。 

 

 

 

ア 指導手順（Lesson４ Part４での指導例）  

(ｱ) 事例５の本文の内容に関する T／F Question をする。 

(ｲ) ワークシート＜資料３＞を配布する。ワークシートの設問（英問英答、場面の絵を描く）

に答えさせる。  

(ｳ) 第１段落に関しては、登場人物の行動から、そのときの心情の変化を推測させ、英語で書

くという設問にも答えさせる。 

(ｴ) 自分が考えて書いた主人公の心情の変化をペアで伝え合う。 

 

イ 留意点 

(ｱ) 設問に答えながら、本文に書かれている内容を確認させ、段落で場面が変わっていること

事例６ ワークシートを用いた内容理解（PLOT をつかむ） 

事例７ ワークシートを用いた内容理解（場面や心情の変化をつかむ） 
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を認識させる。

ｲ 主人公の行動の裏にある気持ちの変化を読 ＜資料３＞

み取ることが重要なので、ワークシートにそ

のための設問を作成する。

段落が変わるところで、大きく場面が変わって

いるため、生徒の理解の助けとなるようこの活動

を実施した。また、その場面転換の前後から、本

文に書かれていない主人公の心情変化を推測させ、

理解を深めさせたいと考えた。生徒は本文を何度

も読み返しており、本文中の一つの単語などから、

主人公の気持ちの変化を読み取る努力をしていた。

事例９につなげる活動として有効であった。

「表現活動・定着活動」に関する活動

ア 指導手順（Lesson３での指導例）

ｱ ワークシート＜資料４＞を配布し、自分が紹介したい香りについて英語でまとめさせる 。

紹介する内容は、自分の好きな香り、好きな理由、その香りの効果など、とする。

ｲ 実物、又は絵を準備させる。

ｳ 教師がモデルを示す。教師の Show and Tell に対して、生徒に質問をさせる。

ｴ まずはペアで、次にグループで Show and Tell をさせる。

ｵ 聞いている生徒には、発表後に必ず質問をさせたり、感想を述べさせたりする。

＜資料４＞

イ 留意点

ｱ ワークシートに書いた文章を読むだけにならないよう、

発表するときにはワークシートを見ないで発表させる。

ｲ 聞いたことに関して必ず意見を言ったり、質問したりさ

せることで、「話す」こととの統合的な指導にする。

ｳ 発表内容に関しては、聞いている友人たちが知らないこ

とを教えてあげるつもりで発表するように指導する。

「相手に伝える」ことを意識し、好きな香りについていろい

ろと調べたり、教科書に出てきた単語や聞いてわかるような易

しい単語を用いたりしながら、何とか自分の伝えたいことを表

現しようとする生徒が多かった。ワークシートを見ないで発表

させたことで、生徒は言葉を付け足したり、ジェスチャーをし

たりしながら発表しており、文の暗唱ではなく、自分の言葉で

効果的に伝える活動になった。

事例８ Show and Tell

(3)
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＜資料５＞ 

 

ア 指導手順（Lesson４の指導例）        

(ｱ) Part３に、Imagine you may never again be   

able to do the thing you love most. How do 

you feel? と主人公が問いかける文章がある。

この問いに対する主人公の答えをワークシート

＜資料５＞にまとめさせる。 

(ｲ) 同じ問いに対して、自分ならどのような答え

を出し、どのように行動するか、その理由は何

かを考えさせて、ワークシートにまとめさせる。 

(ｳ) まずはペアで、次にグループで自分の意見を

発表させる。 

(ｴ) 聞いている生徒には、発表後必ず感想を述べ

させたり、質問をさせたりする。 

    

  イ 留意点 

(ｱ) 自分の考えをまとめるヒントになるよう、主人公の意見をまとめさせた後に自分の意見を

まとめさせる。 

(ｲ) 聞いたことに関して必ず意見を述べたり、質問したりさせる。 

 

レッスンの最後の活動として実施した。サメに襲われ、片

腕をなくしても大好きなサーフィンをあきらめなかった少女

の話が取り上げられているため、自分だったらどうかという

ことを考えさせた。自分について考え、それを英語でまとめ、

相手に伝えるという３段階の活動であったので、生徒にとっ

て難易度が多少高い活動であったが、主人公と自分とを比較

したり、ジェスチャーを用いたりして、工夫しながら取り組んでいた。どのようにしたら相手に

とって分かりやすい発表になるかを意識できるようになったようだ。 

 

４ 検証とまとめ 

(1)事後アンケートによる検証 

これまでの活動を通して生徒の意識がどのように変化したかを確認するために、事前アンケー

トと同じ内容のアンケートを実施した。 

 

 

 

 

 

 

事例９ 自分を語る  



- 29 -

ア アンケート結果

１ あなたは英語が好きですか？

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とする

ために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。

②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりすることに

ついて。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

６月

好き

嫌い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

６月
聞く

話す

読む

書く

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

６月

ついていけると思う

まあまあついていける

少し不安

不安

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

６月
できそう

なんとかできそう

少し不安

不安

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

６月
聞く

話す

読む

書く
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イ アンケート分析（６月と 11 月の比較） 

アンケートの結果、英語を「好き」だと回答している生徒が少しではあるが増加した。得意な

ことでは６月と同様に「読む」ことが 44％で、最も多かった。「話す」ことが得意であると回答

した生徒が、全体の数からすると少ないが、約２倍になった。一方、苦手なことは「聞く」こと

と「書く」ことが増加した。授業で「聞く」場面を多く設定するよう心掛けてきたため、正確に

聞き取らなければいけないという負担感を生徒に感じさせてしまったのではないかと考える。ま

た、まとまった文章を書く活動が増えたため、自分が思うような文章が書けず、「書く」ことを苦

手と思ってしまったのではないかと考える。 

教師が英語を使用することに対して「ついていけると思う」「まあまあついていけると思う」と

回答している生徒がやや減少した。「聞くこと」への苦手意識が増えたことと関連しているのでは

ないかと推測できる。一方、４②の自分が英語を使用することに対しては「ついていけると思う」

「まあまあついていけると思う」と回答する生徒が、61％から 75％に増加した。生徒がペアワー

クなどを通して、英語で発話したり自分の意見を発表したりすることに対して前向きになってい

ることが分かった。 

 

(2)まとめ 

事前アンケートの結果を受けて、英語のインプット量を増やし、英語でのコミュニケーション

に欠かせない「聞く」力を身に付けさせることを到達目標として実践を行ってきた。授業中に英

語を使用する量が増えれば増えるほど、どのような形であれ生徒が英語を耳にする量は増えてい

るはずなのだが、「聞く」ことが苦手と感じる生徒が増えてしまった。相手の言いたいことが正確

に聞き取れない、教師の言うことが全て理解できないと苦手と感じてしまっているようである。

完璧に正確に聞き取ることも大切であるが、相手の伝えたいことを理解しようとして積極的に聞

く姿勢も大切であるという指導が必要であった。 

聞き取ったことや読み取ったことに対して、自分の言葉で答えられる力や、自分なりの意見を

もつことができるような力を身に付けさせるために、この研究の中で、発表の機会を２回設定し

た。発表に向けて、授業の中で本文の内容に関して、どう思うか、なぜそう思うのか、という問

いかけを多く行った。生徒は今までのように訳せばそれでよいのではなく、その英文が伝えたい

ことを意識して英文を読むようになってきた。発表の準備でも、本文を何度も読み返したり、友

人に相談したりしながら、英語で考え伝える努力をしていた。発表の後、「またやりたい」という

意見がとても多く、理由を聞くと「達成感がある」「英語で考えるのは勉強になる」「自分も考え

て発表の内容を作るので、周りの人がどんなふうに発表するかを聞きたい」というような意欲的

なものが多かった。 

授業中に英語を使用する場面を多く設定し、読んだり書いたりするだけでなく、聞いたり話し

たりする活動を意図的に実施することで、生徒は徐々に発話する量も増え発話の内容も充実して

きている。そのような生徒の様子を見ていると、英語でのコミュニケーション力は伸長している

と考える。生徒は、英問英答をはじめ、授業中の英語でのやりとりにもほとんど抵抗がなくなっ

てきたようである。生徒のノートを見ると、今までは和訳と板書事項のみが書いてあったが、英

語でやりとりをした箇所や、その際自分が分からなかった箇所などがチェックしてある。授業に

取り組む姿勢も少しずつ変化してきたように思う。 

今回実践してきた内容は、投げ込み式の大がかりな活動ではなく、日常的に実施したものが多
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い。「英語で授業を行う」ということが強調して言われている。そのためには、教科書で扱われて

いることをベースに、教室を実際のコミュニケーションの場にして、生徒に英語を使わせること

が大切な要素になる。これは、決して難しいことでも、高いハードルでもない、ということがこ

の研究を実践しての感想である。教師のちょっとしたアイデアがあれば、道具は黒板、チョーク、

教科書、シンプルなワークシートだけで、生徒の英語でのコミュニケーションに対する意識を高

めることができる。生徒は、英語を話せるようになりたい、話せるとかっこいいと少なからず思

っている。授業中の生徒の様子を見ていると、その思いを上手に引き出し、学ぶ意欲を高めるこ

とが、「話す」力だけではなく、他の技能の伸長にもつながると考える。 

生徒も教師も、授業中に英語を使うことは、多くの面でプラスになることがあると感じた。授

業にめりはりもつき、何より生徒が積極的に主体的に学習に取り組む姿勢がでてきて、活気のあ

る授業が展開できるようになった。今後も継続して、生徒の英語能力を伸長できるよう、生徒を

いかに英語で活動させるかを考えた授業を実践していきたい。 
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１レッスンを通しての「導入」「内容理解」「表現活動・定

着活動」に関する様々な指導事例 
 

１ 生徒の実態及び課題の設定～英語に関する事前アンケート結果から～ 

(1)事前アンケート 

６月末に英語学習に対する意識を調査するために、以下の項目でアンケートを実施した。今回

アンケート対象は、第２学年 45名である。英語Ⅱを３単位、ライティングを３単位履修している。 

 

＜実施したアンケート項目＞  

１ あなたは英語が好きですか？       

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面と

するために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。      

   ②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりするこ

とについて。 

５ 英語の授業の中でどのようなことをしてほしいですか。（自由記述） 

 

＜アンケート結果＞ 

１について                  ２について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究事例３ 

69% 31% 

好き 

嫌い 

18% 

4% 

42% 

36% 聞く 

話す 

読む 

書く 

29% 

40% 

11% 

20% 
聞く 

話す 

読む 

書く 
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４①について 

 

 

 

 

 

 

 

４②について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５について＜主なものを抜粋＞ 

・１年生の時にやっていた絵を描いての発表。（絵を用いての Story Retelling） 

・１年生の時にやった、自分達で内容をまとめて、覚えて発表すること。 

・何かテーマを決めて、それについて英語で話すこと。 

・長文を読むこと。 

・英語でのコミュニケーション、日常会話。 

・進研模試などの長いリスニングでも聞き取れる練習。 

・リスニングの問題。 

・速読。 

・文法の練習。 

 

アンケート集計の結果、約７割の生徒が英語を「好き」と回答している。「読む」ことを得意と

する生徒が 42％、「書く」ことを得意とする生徒が 36％であった。一方、苦手なことは「聞く」

こと（29％）、「話す」こと（40％）で全体の約７割を占めた。授業では、和訳や音読の活動が多

く、英語を話したり、英語を聞いたりする活動が少ないことが理由であると考えられる。教師が

英語を使用することに対して全体の 67％が「ついていける」「まあまあついていけると思う」と

前向きな回答をしているが、４②の自分が英語を使用することに対しては 51％とやや数値的には

減少する。「聞く」ことや「話す」ことに苦手意識があるためではないかと考える。やりたいこと

では、1 年生の時に実施していた絵を用いての Story Retelling と記述した生徒が何人もいた。 

 

(2)アンケートから考える課題と到達目標 

 今回のアンケートでは「聞く」ことと「話す」ことを苦手とする生徒の割合が多かった。英語

でのコミュニケーション力を身に付けさせるためには、これは大きな課題と考える。 

16% 

51% 
24% 

9% 

ついていける   

まあまあついていけると思う  

少し不安         

不安 

4% 

47% 36% 

13% 
やれそう         

なんとかやれそう         

少し不安         

不安 
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まずは、教師の英語での発話をさらに増やしたり、本文の内容理解において英問英問などを取

り入れたりしながら「聞く」ことに慣れさせ、苦手意識を減らす工夫をすることにした。また、

ペアワークやグループワークを多く取り入れ、話さなければならない場面を設定することで、「話

す」ことへの抵抗を減らしたいと考えた。 

生徒から「Story Retelling をやりたい」という意見が多くあったことから、絵を用いながら

Story Retelling 形式での発表や、本文の内容を基にした意見発表を実施することを最終的なゴー

ルとして生徒に具体的に示した。その目的に向かって一つのレッスンの中で段階的な指導を行う

ことで、「話す」ことや「聞く」ことに必然性を与え、生徒に自然に話す力や聞く力を身に付けさ

せることを到達目標とした。 

 

２ 本研究の流れ 

本研究では、Lesson２と Lesson３において、「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」にお

いて、パートごとに段階的指導をしていくことを意識しながら、下表にある流れで一つのレッス

ンの指導をした。 

使用教科書：UNICORN ENGLISH COURSE Ⅱ（文英堂） 

 

レッスンごとの指導の流れ（段階的指導） 

Lesson２（事例１） 内容理解 ⇒ ワークシートを用いての本文の定着 ⇒ Story Retelling 

Lesson３（事例２） 内容理解 ⇒ ワークシートを用いての本文の定着 ⇒ 意見の発表 

 

３ 実践内容 

 

 

単元の評価規準 

コミュニケーション 

への関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化について

の知識・理解 

・ペアワークにおいて、

協力しながら会話を

続けようとしている。 

・JTE の質問に工夫を

凝らして答えようと

している。 

・本文の要約文を書くこ

とができる。 

・本文の内容を Story 

Retelling することがで

きる。 

・野生動物との関わりに

ついての文章の内容を

読み取ることができ

る。 

・Oral Introduction を聞

き取ることができる。 

・主人公の言動から、

思いやる心の大切

さについて自分の

意見をもつ。 

・動名詞の用法を理 

解している。 

 

(1)Part１の指導 

ア Lesson２に入る際に Oral Introduction を実施し、生徒とのインタラクションを増やす。 

(ｱ) 世界地図を配布し、英語でやりとりをしながらカラハリ砂漠の場所を確認させる。 

＜教師からの問いかけ例＞ 

T : Do you know where the Karahari is? 

T : Please circle the Karahari. You can talk with your partner. 

(ｲ) カラハリ砂漠にはどのような動物が住んでいるかを生徒に推測させる。ペアで考えさせ、

事例１ Lesson２ SLEEPING WITH LIONS 
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黒板に考えた動物を書かせる。

ｳ カラハリ砂漠に住んでいる動物について、写真や図鑑を用いて説明する。大きさや何を食

べるかなど、生徒に問いかけながら説明する。生徒が本文を理解する際のスキーマになるよ

う、最後にライオンの絵を用い、具体的な質問をしながらやりとりをする。

 

実際に使用した写真の例 
 

 
 
 
イ 和訳穴埋めシート＜資料１＞、語句シート＜資料２＞、ワークブックの新出単語を事前学習

させる。 

＜資料１＞ ＜資料２＞ 

 
ウ Part１の本文の内容を表す絵を用意し、本文理解の前にストーリーの概要を英語で説明する。 
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エ 新出単語の意味をペアで確認させた後、口頭で意味を確認する。（英語） 

（例）T : What does “asleep” mean?  S : “Asleep ” means ～. 

オ 和訳穴埋めシート＜資料１＞をペアで確認させる。 

カ 和訳穴埋めシートを用いて本文の内容を確認する。重要語句や表現、新出文法項目について

は、語句シート＜資料２＞を使って説明する。（日本語）     ＜資料３＞ 

キ 本文の音読練習をさせる。その後、音読シート＜資料 

３＞を用いて音読練習をする。 

ク 教科書だけを見てサマリーシート＜資料４＞(P38 に 

 掲載)を完成させる。 

(ｱ) 日本語サマリーを完成させる。 

(ｲ) (ｱ)を英語サマリーに直させる。教科書の文章を活用

できるような設問になるよう工夫する。 

(ｳ) ペアで英語サマリーを確認させる。 

(ｴ) Chorus Reading をさせながら、英語サマリーを確

認させる。 

(ｵ) 英語サマリーの音読の練習をさせる。Read and 

Look up の形式で行う。 

ケ ウで用いた絵と同じものをワークシート＜資料５＞に   ＜資料５＞ 

し、絵とキーワードを使って Story Retelling をさせる。                               

 

(2)Part２～Part４の指導 

基本的に同じ手順で実施した。生徒の様子から、Part２から  

 は、ク(ｱ)の日本語サマリーは必要ないと考え、英語の質問に答 

えさせながら英語サマリーを完成させる形式にした＜資料６＞ 

(P38 に掲載)。英問の意味を確認させるため、英問には補助として日本語も並記した。ケの絵（資

料５）を用いてのStory Retellingは、Part１では実施したが、残りの四つのPartはまとめてStory 

Retelling し、Lesson２のゴールとすることを生徒に伝えた。 

 

基本的な授業パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目 

 

導

入 

内容理解（30分） 

穴埋め和訳シートの答え合わせ 

サマリーシートの穴埋め 

（適宜説明を加える） 

定着活動（10分） 

ペアでサマリーの確認 

本文の音読練習 

 

ま

と

め 
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(3)Part５の指導 

ア Part１のイ～キまでと同じ手順で指導する。 

イ 教科書だけを見て、英問英答のみのサマリーシート＜資料７＞(P38 に掲載)を完成させる。 

(ｱ) 英語の設問に答えながら、英語サマリーを完成させる。 

(ｲ) ペアで英語サマリーを確認させる。 

(ｳ) Chorus Reading をさせながら、英語サマリーを確認させる。 

(ｴ) 英語サマリーの音読の練習をさせる。Read and Look up の形式で行う。 

ウ Story Retelling（発表） 

(ｱ) 復習として、Part１で教師が書いた絵を再度見せ、教師が Story Retelling をしながら英

語でやりとりをする。 

(ｲ) Part２～５に関しては、グループに分かれ、各 Part のサマリーと絵を完成させ、発表さ

せる。 

具体的な指導手順 

1) ワークシート＜資料８＞を配布し、各グループでサマリーを完成させる。完成し

たサマリーは提出させて、教師が誤りを訂正する。 

2) 絵を作成し、サマリーを暗唱させる。 

3) グループ内で十分に練習させた後、クラス全体で発表させる。 

＜資料８＞ 

 

生徒が描いた絵の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２時間目 

定着活動（40分） 

英語サマリーの答え合わせ 

英語サマリーの一斉音読 

英語サマリーの Read and Look up 

＊Part１のみ Story Retelling 

 

 

導

入 

 

ま

と

め 
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サマリーシートの変遷 

＜資料４＞Part１         ＜資料６＞Part２～４      ＜資料７＞Part５ 

日本語の質問に日本語で答え、   英語と日本語で質問し、英語   英語で質問し、英語で答え 

それを英訳し、サマリーを作る。  で答え、サマリーを作る。    サマリーを作る。 

 

(4)Lesson２を指導して感じた課題 

このレッスンでは、生徒が英語で理解した内容を基に、英語で Story Retelling することを目標

としていたため、おおむね目標は達成できた。発表という活動を目標にしていたため、和訳穴埋

めシートを内容理解の助けにしたつもりだったが、和訳穴埋めシート＜資料１＞に日本語訳があ

発表後の生徒の感想 ＊主なものを抜粋 

＜よかった点・自分のためになった点＞ 

・グループでよく話し合って協力することができた。どうすれば分かりやすく伝えられるか 

 をみんなで考えるといい案がでることが分かった。 

・本文をいかに短くして、聞いている人に分かりやすく伝えるかを考えることがよかった。 

・話を要約したり、声に出して読んだりして内容を深く理解することができた。 

・意味を理解して、それを自分の言葉で話せたことがよかった。 

・本文の内容について、絵を描きながら内容をさらに深く考えたり、なぜこんな行動をした 

のかなどを想像したりすることができた。 

・みんなの前で発表したことで、少し度胸がついた。案外楽しかった。 

 

＜反省改善すべき点・改善すべき点＞ 

・自分が担当している文だけでなく、他の文章も暗唱するべきだった。 

・声の大きさ、速度が適切でなかった。グループでの練習がもっと必要だった。 

・ほとんど教科書の本文をそのまま写してしまった。表現力が足りないと感じた。 

・聞いている人がもっと分かるように、話し方がもっと上手になりたい。 

・練習が足りなかったので、次は頑張ります。もう一度この活動をやってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文の内容について、絵を描きながら内容をさらに深く考えたり、なぜこんな行動をした

のかなどを想像したりすることができた。 

・みんなの前で発表したことで、少し度胸がついた。案外楽しか 
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生産しているかをペアで考えさせる。 

(ｳ) 生徒にとって身近なチョコレートやサッカーボールは、子どもたちがその生産に関わって

いることを伝える。 

(ｴ) 子どもたちが学校に通えない現状や児童労働の実態について、スライドを用いて、英問英

答を交えながら説明をする。その後、教師の話の内容について、どのような感想をもったか

をペアで伝え合わせる。 

 

Oral Introduction で用いた説明に用いたスライド（抜粋） 

 

(2)Part１～５の指導 

ア 新出単語の意味をペアで確認させた後、口頭で意味を確認する。用法が難しいものは、分か

りやすい例文をいくつか提示し、意味を理解するだけでなく、実際にその語を用いて英文が作

れるように指導をする。 

イ 本文を日本語で確認する場合は、生徒が誤解したり、つまずいたりしそうな文のみにする。

重要語句や表現、新出文法項目等については、語句シート＜資料９＞を使って説明する。 

ウ 本文の定着のためにフレーズチェックシート＜資料 10＞を用いた活動をする。左側には日本

語を、右側には英語をフレーズごとに記入できるようなワークシートを作成する。日本語は印

刷しておき、英語は生徒に記入させる。エの活動につなげるため、読みの練習もさせる。 

(ｱ) 教科書やノート等を見ないで、一人で英文を書かせる。 

(ｲ) 教科書を見ながら、自分で英文を確認させた後、ペアで確認させる。 

(ｳ) 教師が日本語を読み、それに対応する英文を Chorus Reading させることで、英文の確認

をさせる。 

(ｴ) フレーズチェックシートを用いて、ペアで読みの練習をする。徐々にワークシートを見る

回数を減らすように指導する。 

エ Summary and comprehension sheet＜資料 11＞を用いた活動をする。本文の理解を深め、

定着を図るために、上段は穴埋め形式で本文のサマリーを完成させる活動、下段は生徒同士で

英問英答させる活動にする。裏面にも同じものを印刷しておく。 

(ｱ) 個人で Summary パートを完成させる。Chorus Reading をさせ、答えを確認する。 
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(ｲ) ペアで、Ａ役、Ｂ役を決めさせる。Ａ役は何も書き込みのない裏面を見ながら要約を口頭

でＢ役に伝えさせる。Ｂ役には書き込みのある表面を見ながら相手の要約が合っているかを

確認させる。 

(ｳ) Comprehension パートの英問英答をペアで行わせる。Ａ役が質問し、Ｂ役に答えさせる。

途中役割を交換させる。 

(ｴ) 教師が英問を読み、全員に一斉に答えさせることで、答えの確認をする。 

(ｵ) 英問の正答を、ワークシートに記入させる。 

                              ＜資料 11＞Summary and 

＜資料９＞語句シート    ＜資料 10＞フレーズチェックシート    comprehension sheet 

 

 

 

オ 本文についてさらに深く考えさせるため、筆者の思いが含まれる箇所、または心情を理解さ

せたい箇所などに関して質問する。ワークシートを配布し、書いて答えるようにする。この活

動が「Lesson３のまとめの活動」につながるように工夫する。 

各 Part での質問 

Part１ Why did Craig’s own world seem a little darker? 

Part２  Craig’s group made a presentation to other students. What do you think they 

told through the presentation? 

Part３ According to the textbook, Craig’s group learned that knowledge was their key. 

  What does this mean? 

Part４ Mother Teresa said to Craig, “The poor will teach you many things. ”  What  

does this word mean?  What does “many things” mean? 

Part５ According to the textbook, “the change starts within each of us .”  You have  

read Lesson 3.  Does the change start within you?   
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基本的な授業パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)Lesson３のまとめの活動 

Lesson３で学んだことのまとめの活動として、児童労働について考え、自分の意見を発表させ

る活動を実施した。レッスンの導入で用いたスライドを再度利用した。Oral Introduction は現状

を伝えるために作成したスライドだったので、メッセージを伝えるようなスライドや本文で触れ

たことに関するスライドを追加した。まずはペアで、次に４人のグループで発表させた。発表の

際、考えを補うために絵を用いてもよいとした。発表の後は、聞いていた生徒には必ず感想を述

べさせた。 

ア 英問英答をしながら、スライドを見せる。 

イ スライドの最後で、“After listening to the teacher ’s talk, what do you think about child 

labor?”という質問をし、児童労働について自分の考えをまとめさせた。 

ウ まずはペアで、次に４人のグループで発表させる。 

エ 相手の発表に対して感想を述べさせる。 

 

追加したスライドの例 

 

 

 

 

１時間目 

 

導 

入 

内容理解（30分） 

・語句シートを使用しての説明 

・適宜英語英答 

ま
と
め 

定着活動（10分） 

・フレーズチェックシート 

・フレーズごとの確認 

２時間目 

定着活動（40分） 

・フレーズチェックシートの音読（ペア） 

・Summary and comprehension sheet 

・考えを深めるための英問英問 

導 

入 

ま
と
め 
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(4)Lesson３を指導して感じた課題 

このレッスンでは、最終的に生徒が、児童労働に対して本文で学んだことをもとに、英語で意

見を述べることを目標としていたため、おおむね目標は達成できた。発表に向けて、フレーズリ

ーディング、口頭でのサマリー、英問英答を準備段階として実施した。 

生徒は、英語で内容に関する質問をすると単語である場合もあるが、何とか英語で返答ができ

るようになりつつある。しかし自信がない、恥ずかしいという気持ちがなかなか払拭できず、積

極的に発言できない生徒もいる。間違いを恐れずに発言をする雰囲気を作っていく必要がある。 

また、筆者の心の動きを問う質問、例えば Part１で “Why did Craig’s own world seem a little 

darker?”と質問したところ「（筆者が）目を閉じたから」「夜になったから」という解答があった。

言葉の意味は取れていても実際にどういうことを言っているのかを理解していない生徒がいるこ

とが分かった。本文だけでなく社会的状況などを含めて本文や筆者が伝えようとしていることは

何なのかを考えさせる必要があると感じた。 

最後に、児童労働の過酷さを再確認させ、そのことに対して生徒に考えさせるための活動を行

った。生徒が英文を書く際のヒントになるよう、スライドを見せながら、習った単語や易しい表

現を使って説明を加えたり、多くの質問をしたりした。自発的に意見を書こうとする姿が見られ、

中には自分の伝えたいことが英語で言えないもどかしさや、自分の英語力の足りなさを痛感して

いる生徒もいた。周囲の生徒に「○○って英語で何て言えばいいの？」など尋ね、協力しながら

取り組む生徒も多くいた。また、自分が悩みながら意見を書いたため、相手の意見を聞きながら

「自分だったら」という視点で考えていたようである。 

意見発表というゴールを常に意識して段階的な指導を行ってきたため、何とか全員が意見を発

表することはできた。生徒に読んだことについて考えさせ、それを英語で伝えさせるということ

に重点を置いていたので、発表内容に関しては、指導が不足していた。例えば、自分の思うこと

は伝えることができても、なぜそう思うのか理由まで述べられない生徒もいた。また、英語とし

ての正確性も不十分なものが多かった。生徒の「思いを伝えたい」という意欲は育むことができ

たが、「どのようにして」という技術的な部分まで指導できなかったことが課題である。準備段階

での指導を見直す必要があると感じている。 

 

 

 

生徒の意見の例（原文のまま） 

・Perhaps I’m using goods which were made by working children.  I can’t use them.  If 

 people know the fact, we can save the children.  I want to help the children.  But I 

don’t understand how I can save them.  I think people all over the world should think 

about how to do for them. 

・I think we should do something for help and they need help.  We come to school every 

day and we study with many friends.  I thought it is usual thing.  But I know it is very 

happy thing.  So we should thank our parents and people around me.  I am happy, so I 

want to share my happiness with children who work every day. 
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４ 検証とまとめ 

(1)事後アンケートによる検証 

これまでの活動を通して生徒の意識がどのように変化したかを確認するために、同じ 45名を対

象に、事前アンケートと同じ内容のアンケートを実施した。 

 

ア アンケート結果 

１ あなたは英語が好きですか？ 

 

 

 

 

２「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とする

ために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。 

 

 

 

 

 

②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりすること

について。 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６月 
できそう 

なんとかできそう 

少し不安 

不安 
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６月 
好き 

嫌い 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
ついていけると思う 

まあまあついていける 

少し不安 

不安 
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イ アンケート分析（６月と 10月の比較） 

アンケートを比較すると「あなたは英語が好きですか」の質問では好きな生徒がやや増加し、

嫌いな生徒が減少した。「読む」ことや「書く」ことを得意とする生徒、「聞く」ことや「話す」

ことを苦手とする生徒は依然として多いままであり、大きな変化にはつながらなかった。 

教師が英語を「話す」ことへの不安や生徒達が英語を話すことへの不安が減少しているのは、

常に英語でのインプットを意識して授業をしてきた成果ではないかと考える。４①で、「ついてい

ける」「まあまあついていける」と回答した理由としては、「質問を何度か繰り返し言ってもらえ

るから」「先生の言葉の中で熟語を覚えたりできるから」「分かりやすい単語や知っている単語が

多いから」などが主なものであった。「少し不安」「不安」と回答した理由としては、「少し話すス

ピードが速い」「何を言っているか分からない時がある」などが多かった。 

また、４②について、「ついていける」「まあまあついていける」と回答した理由としては、「自

分で言いたいことを英語で伝えられる力を付けることも大切だと思うから」「英語での受け答えが

できるようになるから」「英語で取り組むことで新しい発見がありそうだから」などが主な意見だ

った。「少し不安」「不安」と回答した理由としては、「自分で英文を作成するのが苦手だから」「言

いたいことを英語でまとめられないから」などの意見があった。これらの意見からも、英語での

活動に取り組む意欲や姿勢は高められたのではないかと考える。 

 

(2)まとめ 

様々な活動を工夫して段階的に取り入れることで、生徒ができるだけ多くの英語に接し、訳読

に頼らず英語を英語のまま理解したり、生徒同士が意見交換をしたりしながら、最後に発表がで

きるようになるよう指導を心掛けた。また、視覚教材を用いて既習の表現で繰り返し説明したり、

質問したりすることによって内容理解を深められるよう留意した。 

発表に関しては、二つのレッスンとも、最終的な目標を生徒にあらかじめ示すことで、生徒は

目標を意識して授業中の活動に取り組んでいた。発表は苦手と感じていた生徒でも、発表後の達

成感から次回への意欲を話す者もいた。また、他者のよい点を知る機会にもなったようで、ペア

ワークやグループワークにより積極的に取り組むようになった。 

「訳すことが理解すること」と思っている生徒もいるが、授業中に、生徒の興味・関心を引い

たり、意欲を高めたりするような英語での活動を行っていくことで、和訳がゴールではなく、英

語を運用できるようになることが大切であることを生徒に意識させることができたのではないか

と考える。ある生徒が「前は相手が英語で言ったことを頭の中で日本語に直して、自分が言いた

いことを日本語で考えて、それを英語に直して、それから話していたけど、今は相手の英語を聞

いたら、日本語でなく英語で考えるようになったよ。だから、前より早く言えるようになった。」

と嬉しそうに話していた。活動の際の生徒の生き生きとした表情や一生懸命に工夫して取り組む

姿勢を見て、教師として教えなければならないことは何なのかを改めて考えた。授業中に何か活

動を実施することが求められているのではなく、重要なのは、どのようにその活動を実施するの

か、なぜその活動を実施するのかであり、そのことを教師が深く考えることで、活動の効果は高

まるのだと感じている。 



- 46 - 

 

おわりに 

 

   平成 25年４月より、新学習指導要領が学年進行で実施される。外国語科（英語）では、科目が大き

く再編される。「英語Ⅰ」は、よりコミュニケーション能力を身に付けさせることに重点を置き、「コ

ミュニケーション英語Ⅰ」となり、必修科目となる。また、円滑に意味のあるコミュニケーションが

図れるよう、指導する語彙数も 2200語から 3000語に増加する。文法事項とコミュニケーションを切

り離したものと捉えず、文法事項は言語活動と関連付けて指導することで、実際のコミュニケーショ

ンの中で用いることができるようにさせることも明示されている。このように、生徒のコミュニケー

ション能力を伸長させるために、様々なことが盛り込まれているにもかかわらず、「授業は英語で行う

ことを基本とする」という文言ばかりが注目を集めてしまっていることも事実である。「授業を英語で

行う」目的は何なのかを、英語を教える教員が改めて考える必要がある。 

 

「授業を英語で行う」には、具体的にどのような活動を行っていけばよいのかについて、生徒の実

態に応じた研究を行った。研究事例１、研究事例２、研究事例３の全てにおいて、事前アンケートで、

生徒が「聞く」ことに苦手意識を感じていることが分かり、コミュニケーションを図る際に必要不可

欠な「聞く」力を養うことを中心に、４技能を総合的に養うための言語活動を研究した。 

研究事例１と研究事例２は、授業の「導入」、「内容理解」、「表現活動・定着活動」において、どの

ような指導法があるのかという研究である。教科書本文の形式や、内容等に応じて、様々な実践を行

っている。ワークシートや留意点などとともに、様々な指導法が提示されている。生徒の実態や教科

書のレベルに合わせて、これらの指導法を自校化して実践していただきたい。また、研究事例３は、

個々の場面ではなく、一つのレッスンを英語で進めていくためには、どのように指導したらよいのか

を二つのレッスンで実践したものである。最終的には英語での発表という表現活動を目標にして、「内

容理解」において段階的な指導を心掛けている。基本的な授業のパターンは変えずに、ワークシート

や発問のレベルを徐々に上げている。段階的な指導が必要であるとよく言われるが、その指導方法が

具体的に示されているので、参考にしていただきたい。 

 

三つの研究事例全てにおいて、「授業を英語で行う」ことが基本となっている。本調査研究の実践報

告を読んでいただければ、「授業を英語で行う」ことに対する具体的なイメージがもてるのではないか

と考えている。「よい授業」とは、生徒が活躍する授業であり、生徒が中心である授業である。教師が

一方的に英語で情報を与えても、それは「よい授業」ではない。「授業を英語で行う」目的は、生徒が

英語でコミュニケーションを図れるようにするためである。「授業を実際のコミュニケーションの場面

とする」と新学習指導要領に書かれているが、それは、生徒が、英語で読んだり聞いたりしたことを

理解し、その内容に対して自分の意見をもち、それを英語で書いたり話したりして伝える、というコ

ミュニケーションを図る場面が多くある授業を目指していくという意味である。英語教師として、目

の前の生徒に身に付けさせたい英語力は何か、身に付けさせるべき英語力は何かをよく考え、教師に

とっても生徒にとっても「よい授業」を行っていくことが、ますます求められていると考えている。 
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